
 

令和３年８月に児童養護施設で発生した児童死亡事案に関する二次検証について 
 

家 庭 支 援 課 

 

 令和３年８月に児童養護施設で発生した児童死亡事案の二次検証のために社会福祉審議会

児童福祉専門分科会の中に設置した検証委員会（以下「二次検証委員会」という。）について、

第２回二次検証委員会を開催しましたのでその概要について報告します。 

 

 

１ 日 時 令和６年９月 11日（水）午前 10時から 12時半まで  

 

２ 場 所 鳥取県庁第 21会議室（鳥取市東町一丁目 271） 

 

３ 出席者  

二次検証委員会委員 

岩佐嘉彦委員、岩田正明委員、長石純一委員、藤原正範委員、河村祐子委員 

事務局 

子ども家庭部長 中西朱実、家庭支援課長 松本夏実、児童養護・DV室長 西村耕一 

 

４ 議事概要 

（１）事案発生当時及び現在の当該児童養護施設の状況について 

・事案発生当時及び現在の当該児童養護施設の状況について、事務局が説明。 

 

（２）児童福祉審議会の法的位置づけについて 

・藤原委員から、児童福祉審議会の児童福祉法における法的位置づけや重大事案発生

時の検証のあり方について説明。 

 

（３）検証を進めていくにあたっての視点の確認 

・（１）及び（２）の内容を踏まえ、今後検証を進めていくにあたって、必要な資料や

検討すべき内容などについて議論を行った。 

・二次検証を実施するにあたっての調査対象の範囲をどうするのか今後検討が必要で

あること、一次検証の検証委員の人選の是非や事案発生当時の施設運営体制の課題

等について論点となることを確認した。 

・自死した児童の尊厳を中心に据えて、児童が何を望んでいたのかという視点で二次

検証を進めて行くことについて、改めて委員間で認識を共有した。 

   ・事案発生当時の当該施設の人員体制や医療との連携状況、入所児童の人数・年齢な

どを改めて整理する必要があるという意見があった。 

   ・二次検証は一次検証で足りなかった観点や論点を補う形で進めていくことを確認し

た。 

     

 

５ その他 

  ・第３回開催日は、令和６年 10月 16日（水）に決定した。 


